




























地方に渡って豊富に存在している O 幽霊船は今だに 5大
i胡を航行しているし，燃えるスクーナーが港町を訪れる。
亡霊は・北部の森林地帯にある宙い伐採場に出現し・ま
た大草原の古代インデイアンの墓を守ろうと姿を現す。
これらの幽霊船や亡霊にまつわる話は，いまでもカナダ
東部のニューファウンドランド島から西部のパンクーバ
ー島にいたる広大な領域で，夏の暗く静かな夜，キャン
プファイヤーのまわりで語りつづけられているのであ
る。さらにひとりでに明かりがついたり消えたりする家
や，勝手に開いたり閉まったりする窓やドアなどの超常
現象，現代版民間伝承といえる新しいタイプの話も数多
くある。しかしカナダの民間伝承には，単なる逸話，断
片的な話，復関に一瞬垣間見た光景などが多いのである。
それらの中で完成度の高い話は原住民の伝説であり，口
ゑで語り伝えられたものであるが，文学的にも価値があ
るといえるのである。
ごく短い一例として，サスカッチワンのある谷の伝説
がある。ある晩インデイアンの勇士がカヌーで川を旅し
